
第 5 期栗東市障がい福祉計画 構成（案） 

第１章 計画の基本的な考え方 

１ 計画策定の趣旨 

２ 計画の位置づけ 

３ 計画の基本理念、基本方針 

４ 計画の期間 

第２章 障がいのある人を取り巻く現状と課題 

１ 障がいのある人の推移 

（１）人口の推移 

（２）障がいのある人の推移 

２ 障がいのある人の社会参加の状況 

（１）教育環境 

（２）就業状況 

３ 障がいのある人の生活支援の状況 

（１）公的サービスの現状 

（２）人的資源の現状 

４ 第４期計画の障がい福祉サービスの実績 

（１）訪問系サービス 

（２）日中活動系サービス 

（３）居住系サービス 

（４）相談支援 

（５）地域生活支援事業 

（６）障がい児支援サービス 

５ 障がい福祉についての障がい者・児の意向およびニーズ 

（１）障がい福祉施策についての障がい者・児の意向 

（２）障がい福祉サービス等についての障がい者・児のニーズ 

  

※第 1 回策定委員会

で 5/31 時点の現

状値を報告 

※第 3 回策定委員会

において、平成 29

年度中間値（9/30）

による計画書掲載

案を提示する 



第 3 章 平成 32 年度の障がい福祉サービスの成果目標・活動指標 

（１）施設入所者の地域生活への移行 

（２）精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムの構築 

（３）地域生活支援拠点等の整備 

（４）障がい福祉施設利用から一般就労への移行 

（５）障がい児支援の提供体制の整備等 

第 4 章 平成 32 年度の障がい福祉サービス等の見込量 

１ 障がい福祉サービス等の見込量 

（１）訪問系サービス 

（２）日中活動系サービス 

（３）居住系サービス 

（４）相談支援 

２ 地域生活支援事業の見込量 

（１）相談支援事業 

（２）意思疎通支援事業 

（３）日常生活用具給付事業 

（４）手話奉仕員養成・研修事業 

（５）移動支援事業 

（６）地域活動支援センター機能強化事業 

（７）理解促進研修・啓発事業 

（８）自発的活動支援事業 

（９）その他のサービス 

３ 障がい児支援サービスの見込量（障がい児福祉計画） 

（１）障がい児通所支援サービス 

（２）障がい児相談支援 

第 5 章 計画の推進 

１ 計画の推進体制 


